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緊急地震速報 

な ま ず き ん 
マンスリー レポート 
 2014 年  2 月号        発行元 株式会社 ハレックス 

∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ ∽ 

  
沖合の津波データ等の利用に関する留意事項 
 ～気象庁、津波防災への利用を目的として公表～ 

 
「沖合の津波・潮位等の観測データの津波防災への利用を目的とした提供について」と題して、気象

庁からの公表がありました。これは、沖合の津波・潮位等の観測施設からオンライン等により得られる

観測データの自治体などでの利用拡大が想定されることから、気象庁は津波防災の観点から、これら沖

合の津波・潮位等の観測データが適切に利用されるよう、関係機関（※1）と協議し、観測施設を運用す

る機関がその観測データを自治体等に提供する際に、利用者に伝えるべき留意事項を取りまとめたもの

です。この中の一部、津波の性質について紹介します。 

詳しくは下記の気象庁ホームページをご覧ください。  

http://www.jma.go.jp/jma/press/1402/28a/okiai_teikyou.html 

 

 

沖合の津波観測施設 
沖合での津波や潮位の観測については、ケーブル式海底津波計、ＧＰＳ波浪計、熊野灘沖東南海震 

源域における地震・津波観測監視システム［DONET1（※2）］等の観測施設が整備され、潮岬沖から室

戸岬沖の南海地震震源域における地震・津波観測監視システム［DONET2（※3）］の整備が進んでいま

す。気象庁はこれら観測施設で得られたデータを津波の監視、情報発表に活用しています。今後観測

点数や観測範囲の拡充など、沖合で津波を観測することが可能な観測施設はさらに充実する見込みで

す。 
（※1）関係機関 

国土交通省港湾局   
http://www.mlit.go.jp/common/001016194.pdf 

独立行政法人防災科学技術研究所 
  http://www.bosai.go.jp/press/2013/pdf/20130731_01.pdf 

独立行政法人海洋開発研究機構） 
  http://www.jamstec.go.jp/donet/j/donet/ 

（※2,3）：地震・津波観測監視システム 
［DONET：Dense Oceanfloor Network system for Earthquakes and Tsunamis］ 

 

 

活用の効果 
「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震」の際に、岩手県の釜石沖に設置されたＧＰＳ波浪計が 

津波来襲の9分前に津波をとらえていました（実際には停電のため伝わりませんでした）。沖合での

津波観測値は、津波が沿岸に到着する前に知ることができる情報であることから、自治体などが住民

に避難を促す際に、また、消防団などが避難誘導する上でも、緊急性を伝え迅速に行動に移してもら

うために適切に利用することで強力な武器となる情報です。 
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沖合津波・潮位観測データの利用上の留意事項 
公表の中では、留意事項として津波の性質、観測データの見方に大別されています。ここでは津波

の性質について3点示します。これらは、従前から周知・広報されてきた事項ですが、連続した観測デ

ータからとるべき避難時の行動が理解しやすいものとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 図1は、宮城県金華山沖の観測点（沿岸から約10km沖合に設置）で、観測された津波の最大波が 

0.1ｍ程度であったものが、沿岸の観測点である石巻鮎川（対応する予報区の沿岸の観測点）では 

1ｍ近い最大波が観測された例です。 

 

 

 

 

 

 

図2は、チリ中部沿岸の地震（2010年2月27日、Mw8.8）で、北海道の根室市花咲の観測点での津波

波形です。津波の第1波到達後、約4時間30分後に最大波を観測した例です。 

図 1 津波の性質 1  ［津波は沖合いより沿岸の方が高くなる］ 

沖合の津波の規模を過小評価しないよう注意が必要 

津波は、水深が深いほど早く伝わる性質があり、沖合で観測された津波の高さが低くても、水深の浅

い沿岸に近づくに従い伝わる早さが遅くなるため、後から来る波が追い付いて陸地に近づくに従い

津波の高さが高くなる。 

津波警報・注意報が発表されている間は避難を続けることが重要 

津波は何度も繰り返し来襲し、長い場合は1日以上継続することがある。また、津波の第1波が最も高

くなるとは限らず、第1波より後からやってくる波の方が高くなることがある。 

図 2 津波の性質 2  ［津波は後続波の方が高い場合がある］ 
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図3は、宮城県金華山沖のＧＰＳ波浪計（沖合い観測点）では、津波の第1波の観測後は微弱な 

高さで経過していますが、石巻鮎川（対応する予報区内の沿岸の観測点）では、数十cmの変動が

継続している例です。 

 

 

 

 

～～～ なまずきんの働き（2014年1月） ～～～ 
【発信数等概要】 

1 月に緊急地震速報（警報）が発表された地震はありませんでした（2013 年 12 月は 1 回）。また、

緊急地震速（予報）が発表された地震の回数は 70 回（2013 年 12 月は 67 回）でした。発信の総数は

354 通（2013 年 12 月は 377 通）でした。緊急地震速報の予測震度 4 以上と報じた地震の回数は 3 回

（2013 年 12 月は 7回）、予測震度 3と報じた地震の回数は 17 回（2013 年 12 月は 20 回）でした（表

1・2）。 

「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動は、多少の増減を伴いつつ次第に低下

してきており、1 月中に発生したマグニチュード 5.0 以上地震の回数は 4 回（2013 年 12 月は 9 回）、

震度 4以上を観測した地震は 1回（2013 年 12 月は 4回）でした。 

なお、余震回数（2011/03/11 14:46～2014/1/31 24:00、本震を除く）は、M7.0 以上が 8 回、M6.0

以上が 112 回、M5.0 以上が 788 回となっています。 

 
表 1  緊急地震速報で最大震度が４以上と予測された地震及び警報発表回数（2014 年 1 月 1 日～31 日） 

  予測震度 4 以上の発表回数   警報発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震    1 回  

計 3 回 

  0 回  

計 0 回 上記以外    2 回   0 回 

       

表 2  緊急地震速報で最大震度が３と予測された地震の回数（2014 年 1 月 1 日～31 日） 

 予測震度３の発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震 11 回  

  計 17 回 
上記以外 6 回 

沖合の津波が小さくなったので、沿岸の津波もおさまったと判断するのは危険 

津波のエネルギーは、沿岸地形での反射や屈折等により沿岸付近に留まる性質があるため、時間経過

により沖合で観測される津波の高さが小さくなったとしても、沿岸の津波が小さくなっているとは限

らない。 

図 3 津波の性質 3 ［津波は後続波の方が高い場合がある］ 
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【1 月 9 日 西表島付近の地震について】 
2014 年 1 月 9日 03 時 15 分、西表島付近（西表島の北西約 40km）の深さ 70km で M5.5 の地震が発生し、

沖縄県竹富町（西表島）で最大震度 4を観測したほか、宮古島から与那国島にかけて震度 3～1を観測し

ました。この地震の概要を表 3に、震央分布図を図 4に示します。 

  この地震で、緊急地震速報（予報）が第 9 報まで発表され、最大震度 3 を予想しています（表 4）。

発表された緊急地震速報（予報）の「なまずきん」による再現の様子を図 5に示します。 
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（断りのないものは気象庁資料） 

 

地震発生日時 震央地名 北緯 東経 深さ Ｍ 
最大

震度

 1 月 9 日 03 時 15 分 西表島付近 24°34.7′ 123°27.5′ 70km 5.5 4 

震源要素等 

発表時刻等 

震源要素 最大 

予測震度 北緯 東経 深さ ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

第 1 報 03 時 15 分 26 秒 24.2 123.5 10km 5.2 程度以上 3 程度以上と推定 

第 2 報 03 時 15 分 27 秒 24.3 123.4 50km 5.4 程度以上 3 程度以上と推定 

第 3 報 03 時 15 分 28 秒 25.0 123.6 120km 5.7 程度以上 3 程度以上と推定 

第 4 報 03 時 15 分 28 秒 24.4 123.4 50km 5.5 程度以上 3 程度以上と推定 

第 5 報 03 時 15 分 35 秒 24.4 123.4 50km 5.4 程度以上 3 程度以上と推定 

第 6 報 03 時 15 分 36 秒 24.4 123.4 50km 5.5 程度以上 3 程度以上と推定 

第 7 報 03 時 15 分 49 秒 24.6 123.5 70km 5.6 程度以上 3 程度以上と推定 

第 8 報 03 時 15 分 54 秒 24.6 123.5 70km 5.6 程度以上 3 程度以上と推定 

第 9 報 03 時 16 分 09 秒 24.6 123.5 70km  5.6 程度以上 3 程度以上と推定 

表 3 2014 年 1 月 9 日西表島付近の地震の概要

表 4 緊急地震速報（予報）の詳細

図 4 震央分布図 
  1960 年 1 月 1 日～2014 年 1 月 31 日、 
深さ 30～200km、M6.5 以上の地震を描画 
しています。今回の地震の周辺では、1966
年 3 月 13 日に M7.3（最大震度 5）の地震 
が発生し死者 2 人、家屋全壊等の被害が生 
じています[最新版 日本被害地震総覧]。 
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図 5  西表島付近の地震の「なまずきん」による再現 

・緊急地震速報（予報）を受信し、与那国島付近に着目したときの「なまずきん」による

再現表示です。 
×印：震央、Ｐ波：外側の薄い黄色円、Ｓ波（主要動）：内側の濃い黄色円 

 ・図中央欄の数字は、上段から気象庁発表の最大推計震度、与那国島における推計震度、 
揺れるまでの時間（後１秒）を表しています。 

宮古島 
与那国島 

石垣島 

西表島 


